
上半期 下半期

・まちづくり推進会議の中に位置付けた「マニュアル作成委員会」での
マニュアル作成の検討と合わせて、協働PRチラシの改訂版を検討す
る。
・職員、町民の方を対象とした「協働」に関する研修を実施するため、
研修内容等を検討する。

・まちづくり推進会議の中に位置付けた「マニュアル作成委員会」での
マニュアル作成の検討と合わせて、協働PRチラシの改訂版を検討す
る。
・職員・町民の方を対象とした「協働」に関する研修を実施する。
・平成２９年度中に、広報さむかわにおいて自治基本条例及び協働のま
ちづくりについての特集を掲載できるよう、検討する。

他市町村の事例等を情報収集しながら、まちづくり推進会議の中に位置
付けた「マニュアル作成委員会」と共に調査・検討していく。

他市町村の事例等を情報収集しながら、まちづくり推進会議の中に位置
付けた「マニュアル作成委員会」と共に調査・検討していく。

協働のマニュアルの中に、自治基本条例及び協働のまちづくりについて
周知啓発を促す内容も含めて検討していく。

・協働のマニュアルの中に、自治基本条例及び協働のまちづくりについ
て周知啓発を促す内容も含めて検討していく。
・平成２９年度中に、広報さむかわにおいて自治基本条例及び協働のま
ちづくりについての特集を掲載できるよう、検討する。

危機管理課
平日に参加が出来ない世代に配慮したイベント（防災講演会、防災フェ
ア等）の実施を検討する。また、子育て世代においても、保育園・幼稚
園で園児のお迎えの時間を利用した防災啓発事業を実施する予定。

協働文化推進課

・協働担当が開催しているまちづくり懇談会について、参加団体の定例
会等の前後や、土日及び平日の夜間等、参加団体の都合に合わせて参加
しやすい日時に開催していく。
・文化担当が開催している生涯学習や男女共同参画関連の講座等につい
ては、引き続き、講座内容により参加しやすい開催日時を工夫する。

・協働担当が開催しているまちづくり懇談会について、参加団体の定例
会等の前後や、土日及び平日の夜間等、参加団体の都合に合わせて参加
しやすい日時に開催していく。
・文化担当が開催している生涯学習や男女共同参画関連の講座等につい
ては、引き続き、講座内容により参加しやすい開催日時を工夫する。

町民窓口課 消費生活講座の休日開催

各課①　共働き世代に配慮したイベント等の日時設定

（３）町及びシルバー人材センター等による総括的なシステムによるキャリア活用

【シニアのキャリアを生かした各種活動の場が町全体にわたって実行できる具体的な取り組み
方法と共に、展開できるシステムとルールなどの提言に対しての早期に構想の実現】

２　まちづくりワクワク委員会

Ⅰ　若い世代へのアンケート調査結果を参考とした参加・参画の促進

（１）「協働」の継続的な周知

【平成２７年度に全戸配布をした「協働ＰＲチラシ」をよりよい形と改善していく上で、協働
の周知を図る。】

協働文化推進課

（２）協働のマニュアル作成

【寒川町の目指す協働を示した手引き書を作成することにより、自治基本条例に定める自治の
基本理念「町民と町が協働するまちづくり」を推進する。】

協働文化推進課

課等名取り組み事項【取り組みの具体的内容】 取り組み担当課
平成28年度計画内容

第４期寒川町まちづくり推進会議報告書による町への提言項目一覧表

検討課題

１　協働PR委員会

検討委員会等名称

Ⅰ　「協働」の継続的な周知・啓発及び町職員向けの協働のマニュアル作成

Ⅱ　第３期推進会議の熟年パワー社会還元研究部会による提言内容の具現化

（１）シニア世代の人材情報の集約と利用の推進

【活動団体に限らず、シニア世代の細かな情報を集約し、困った時にはお互いが助け合う関係
性の構築を図ることで、シニアのキャリア活用へと繋げる。】

（１）寒川町自治基本条例及び協働のまちづくりについて周知啓発の一層の推進

【町の情報を得る手段の割合の約半数を占めている広報の運用方法の改善や、若い世代の方の
興味を引けるよう様々な機会や媒体を用いた周知を行い、認知度の向上を図る。】

協働文化推進課

（２）若い世代が魅力を感じるまちづくり活動の促進

【平成２７年度に実施した「寒川町まちづくりに関するアンケート結果」で、まちづくりや町民活動に参加するために必要なこととして「参加のしやすい活動」というご意見が多かったことを踏まえ、”参加してみたいけれどできていない若い世代の方々”を活動へ取り込んで
いく。】

（２）シニア世代が集い、コミュニケーションを図る”キッカケ”の提供

【シニア世代が気軽に集まれる集会を開催し、アイディアを出し合い、積極的に関わる”キッ
カケ”を提供することで、シニアのキャリア活用へと繋げる。】

当日配付資料 

調整中 
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上半期 下半期

子ども青少年課

子育て支援事業は、保育所・幼稚園などに所属していない家庭に対する
事業が中心となり、事業を実施するうえでの考えとして、土・日は家庭
で過ごす時間を大切にしてほしいとの考えもあることから、平日の時間
帯が中心となるが、父親参加型の事業を企画する場合には、日時の設定
を考慮していく。

子育て支援事業は、保育所・幼稚園などに所属していない家庭に対する
事業が中心となり、事業を実施するうえでの考えとして、土・日は家庭
で過ごす時間を大切にしてほしいとの考えもあることから、平日の時間
帯が中心となるが、父親参加型の事業を企画する場合には、日時の設定
を考慮していく。

健康・
スポーツ課

共働き世代が参加しやすいよう土日や祝日に開催している。
・親子料理教室
・父親母親教室
・成人健診
・歯っぴいでー

共働き世代が参加しやすいよう土日や祝日に開催している。
・父親母親教室
・がん検診
・レクリエーションフェスティバル
・さむかわスポーツデイ

産業振興課
町が関係団体となっている各種イベントにおいて多くの方が参加しやす
い土日祝日開催を実施していく。

町が関係団体となっている各種イベントにおいて多くの方が参加しやす
い土日祝日開催を実施していく。

環境課

共働き世代に配慮して、次のとおりイベントを土日に設定する。環境
フェスティバル、相模川美化キャンペーン、ニコニコリサイクルフリー
マーケット、森を知ろう（湘南エコウェーブ事業）、まちぐるみ美化運
動

共働き世代に配慮して、次のとおりイベントを土日に設定する。ニコニ
コリサイクルフリーマーケット、まちぐるみ美化運動、目久尻川小出川
美化キャンペーン、ペットの避難訓練と愛犬のしつけ教室

農政課
イベント等の日時設定は、関係団体等と調整し、世代間に配慮した日程
調整に努める。（農産物品評会・魅力発見ツアー・湘南花の展覧会・湘
南梨品評会・フラワーアレンジ・寄せ植え体験・親子料理教室等）

イベント等の日時設定は、関係団体等と調整し、世代間に配慮した日程
調整に努める。（農産物品評会・魅力発見ツアー・湘南花の展覧会・湘
南梨品評会・フラワーアレンジ・寄せ植え体験・親子料理教室等）

教育総務課 各種事業で土日開催を実施 各種事業で土日開催を実施

町民センター
小学生以上を対象とする事業については、講師と調整し、できる限り土
日祝日開催で行う。
（夏休みなどの学期末長期休暇期間を除く）

小学生以上を対象とする事業については、講師と調整し、できる限り土
日祝日開催で行う。
（冬休みなどの学期末長期休暇期間を除く）

北部公民館
小学生以上の事業については、講師と調整し、できる限り土日開催で行
う。

小学生以上の事業については、講師と調整し、できる限り土日開催で行
う。

南部公民館
小学生以上の事業については、講師と調整し、できる限り土日開催で行
う。（サマースクールを除く）

小学生以上の事業については、講師と調整し、できる限り土日開催で行
う。

危機管理課
自主防災組織の訓練においては、出来るだけ多くの地域住民の参加をＰ
Ｒしていただくようお願いをしていくとともに、訓練時に防災用品（備
蓄食糧）等の啓発用パンフレット等を配付し参加を促した。

自主防災組織の訓練においては、出来るだけ多くの地域住民の参加をＰ
Ｒしていただくようお願いをしていくとともに、訓練時に防災用品（備
蓄食糧）等の啓発用パンフレット等を配付し参加を促していく。

協働文化推進課

・協働担当が開催しているまちづくり懇談会について、町の各施設、学
校、老人クラブ連合会、ボランティア連絡協議会、登録ボランティア団
体、自治連、民生委員、生涯学習登録講師等、様々な団体・個人に参加
していただけるよう呼びかけていく。
・文化担当が開催しているイベントについて、世代間交流や親子向けと
なるような内容を検討する。

・協働担当が開催しているまちづくり懇談会について、町の各施設、学
校、老人クラブ連合会、ボランティア連絡協議会、登録ボランティア団
体、自治連、民生委員、生涯学習登録講師等、様々な団体・個人に参加
していただけるよう呼びかけていく。
・文化担当については、文化祭やわくわくブックマーケットを開催し、
世代間交流等を図る。

子ども青少年課

子育て支援センターを中心として、親子向けイベントを毎月実施する。
子育て支援は、地域との繋がりと協力が重要なことから、イベント等の
講師については、町のボランティア登録者など町内の講師を基本とす
る。また世代間交流については、イベント内容（ウクレレ鑑賞など）に
より、子育て支援センターの1～2階部分を利用しているこすもすの郷
の利用者を招待し、交流を図っていく。

子育て支援センターを中心として、親子向けイベントを毎月実施する。
子育て支援は、地域との繋がりと協力が重要なことから、イベント等の
講師については、町のボランティア登録者など町内の講師を基本とす
る。また世代間交流については、イベント内容（ウクレレ鑑賞など）に
より、子育て支援センターの1～2階部分を利用しているこすもすの郷
の利用者を招待し、交流を図っていく。

①　共働き世代に配慮したイベント等の日時設定

②　地域の中で新旧住民が気軽に参加できる、世代間交流や親子向けのイベントの実施 各課

検討委員会等名称

検討課題

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 課等名
平成28年度計画内容

取り組み担当課

各課
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上半期 下半期

健康・
スポーツ課

地域の中で誰もが気軽に参加できるイベントを実施している。

○チャレンジデー
○寒川町レクリエーションフェスティバル

地域の中で誰もが気軽に参加できるイベントを実施している。

○さむかわスポーツデイ

産業振興課
町民が気軽に参加できるイベントの開催を各実行委員会及び商店街等と
検討していく。また、各イベントの中で親子向けに実施できるものを適
宜検討していく。

町民が気軽に参加できるイベントの開催を各実行委員会及び商店街等と
検討していく。また、各イベントの中で親子向けに実施できるものを適
宜検討していく。

環境課
地域の中で新旧住民が協力してごみ拾いなどを行うまちぐるみ美化運動
を実施する。また、親子で参加できるイベントとして、親子環境バスツ
アー（湘南エコウェーブ事業）や川の生き物調査隊を実施する。

地域の中で新旧住民が協力してごみ拾いなどを行うまちぐるみ美化運動
や目久尻川小出川美化キャンペーンを実施する。

農政課
関係参加団体等の調整を行い、住民が参加しやすいイベントの開催に努
める。（魅力発見ツアー・湘南梨品評会・フラワーアレンジ・寄せ植え
体験・親子料理教室等）

関係参加団体等の調整を行い、住民が参加しやすいイベントの開催に努
める。農産物品評会・湘南花の展覧会・フラワーアレンジ・寄せ植え体
験等）

教育総務課
高齢者中心で構成される郷土研究会に子ども向け事業を委託、開催し、
世代間交流や親子参加事業を実施

家庭教育支援事業において、親子で参加できる講座を実施

町民センター

（世代間交流）
キッズダンスから社交ダンスまで、幅広い世代が交流できるダンスフェ
スタ

（親子向け）
囲碁将棋教室、親子リトミック教室

（世代間交流）
公民館まつり

（親子向け）
クリスマスのつどい、クリスマスひろば

北部公民館

（世代間交流）
夏休みこどもフェスティバル

（親子向け）
おはなし図書館、七夕飾り作り教室

（世代間交流）
公民館まつり

（親子向け）
クリスマスのつどい

南部公民館
（親子向け）
サマースクール（かけっこを科学の力で速くしよう）、親子リトミック
教室、親子パン作り教室

（世代間交流）
公民館まつり

（親子向け）
クリスマスひろば

企画政策課

インターネットを活用した広報媒体として現在運用しているツイッ
ター、i広報紙に加え、若い世代をはじめ、幅広い年齢層に急激に普及
率が高まっているSNS（フェイスブック・インスタグラム）を開始す
るための運営方針を定める。
※インスタグラムについては、8月14日より運用開始。
※フェイスブックについては、9月1日より運用開始予定。

上半期に新たに運用開始したSNSの反響を検証し、発信内容の更なる
充実に努め、フォロワー数の増加を促進する。

危機管理課
若者の防災・減災意識を高めるため、若者の生活や思考に近づき、ＨＰ
等を活用して災害に関する情報を継続して発信している。

若者の防災・減災意識を高めるため、若者の生活や思考に近づき、Ｈ
Ｐ、ＳＮＳ等を活用して 災害に関する情報を継続して発信していく。

協働文化推進課
まちづくり懇談会及び生涯学習関連事業の情報については、ツイッ
ター、メール配信、ホームページを活用しているが、フェイスブックや
インスタグラム等、新たなSNSによる情報提供も検討する。

まちづくり懇談会及び生涯学習関連事業の情報については、ツイッ
ター、メール配信、ホームページを活用しているが、フェイスブックや
インスタグラム等、新たなSNSによる情報提供も検討する。

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 課等名
平成28年度計画内容

取り組み担当課

各課②　地域の中で新旧住民が気軽に参加できる、世代間交流や親子向けのイベントの実施

検討委員会等名称

検討課題

各課③　インターネット等を通じた若い世代の方への身近な情報発信の工夫
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上半期 下半期

町民窓口課
街頭キャンペーン等に関する周知について、ツイッター等のＳＮＳの利
用を検討していく。

消費生活関連情報の周知について、ツイッター等のＳＮＳの利用を検討
していく。

子ども青少年課
ＨＰの子育てのトップに町の子育て世帯を対象とした事業を集約した
「すくすくなび」を新たに設定する。

ＨＰの子育てのトップに町の子育て世帯を対象とした事業を集約した
「すくすくなび」を新たに設定するとともに、スポーツ・健康課で今年
度導入予定の「(仮）母子健康アプリケーション」でも子育て支援情報
を提供していく。

健康・
スポーツ課

神奈川県が実施する母子健康アプリについてのワーキンググループに参
加し、子育て情報の利便性を向上させる、しくみづくりを実施する。

９／１電子母子手帳アプリ（のびのびすくすく寒川）の利用開始
○利用者がアプリを使い、子どもの成長記録や予防接種の管理
○町からの健診日時や子育て情報の発信

産業振興課
現在運用しているツイッターや広報紙、関係団体による周知を活用し、
情報発信していく。

現在運用しているツイッターや広報紙、関係団体による周知に加えて、
8月から開始されるインスタグラム及び9月からのフェイスブックを活
用し、イベント内容に合わせた周知方法で情報発信していく。

農政課 イベント内用等を広報・ホームページ・ポスター等で周知に努める。 イベント内用等を広報・ホームページ・ポスター等で周知に努める。

教育総務課
各事業実施について、町ホームページ及び神奈川県等関連団体、自治体
ホームページへ掲載したり、町ツイッター、メールサービスでの配信を
したりする。

各事業実施について、町ホームページ及び神奈川県等関連団体、自治体
ホームページへ掲載したり、メールサービス、町ツイッター等での配信
をしたりする。

町民センター
３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたとき
に町のホームページが出るよう設定する。

３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたとき
に町のホームページが出るよう設定する。

北部公民館
３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたとき
に町のホームページが出るよう設定する。

３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたとき
に町のホームページが出るよう設定する。

南部公民館
３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたとき
に町のホームページが出るよう設定する。
各講座のお知らせを町ホームページへ掲載する。

３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたとき
に町のホームページが出るよう設定する。
各講座のお知らせを町ホームページへ掲載する。

教育総務課

○空調機設置
・小・中学校の図書室に設置する。
・国庫補助金（交付金）の確保に向け文科省担当部局に要請・協議す
る。
・中学校普通教室への設置工事設計
・中学校普通教室への設置費用の予算（H29）計上
○中学校トイレのにおい対策
・便所清掃2週につき3回実施
・清掃時バイオ製剤（消臭剤）散布

○赤錆対応
・簡易専用水道検査実施（1月）
○中学校トイレのにおい対策
・便所清掃2週につき3回実施
・清掃時バイオ製剤（消臭剤）散布
・浄化槽清掃（3月）

学校教育課
学力向上のための重点施策推進
①少人数学習推進事業
②教職員の資質向上事業（教育フロンティア専門指導員の新設）

学力向上のための重点施策推進
①少人数学習推進事業
②教職員の資質向上事業（教育フロンティア専門指導員の新設）
③寒川にこにこ学習会の立ち上げ

③　インターネット等を通じた若い世代の方への身近な情報発信の工夫 各課

学校教育課
教育総務課

（３）教育環境に関する施策の充実

【平成２７年度に実施した「寒川町まちづくりに関するアンケート結果」で、多数頂戴してい
る教育環境に関する自由意見の内容を参考とした上で取り組みを行う。】

検討課題

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 課等名
平成28年度計画内容

取り組み担当課

検討委員会等名称
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上半期 下半期

危機管理課
自主防災組織の地域住民、各種団体等が主体となって行う訓練につい
て、全自治会や各種団体において訓練が実施出来るよう啓発を行い、訓
練実施に至った。

自主防災組織の地域住民、各種団体等が主体となって行う訓練につい
て、実施のされていない自治会や各種団体において訓練が実施出来るよ
う啓発を行う。

協働文化推進課

みんなの協働事業提案制度モデル事業（平成２８年度実施事業）の実績
報告会について、町への登録ボランティア団体へ周知する。また、実績
報告会後に引き続いて、町への登録ボランティア団体の意見・情報交換
会を実施を検討し、団体同士の連携を図る。

子ども青少年課

子育て支援は、地域の協力が非常に重要であることから、H27年度よ
り、子育て支援団体の育成と協働のまちづくりに主眼を置いた補助事業
として「地域子育て環境づくり支援事業」を実施している。継続的に本
事業の推進を図っていく。

子育て支援は、地域の協力が非常に重要であることから、H27年度よ
り、子育て支援団体の育成と協働のまちづくりに主眼を置いた補助事業
として「地域子育て環境づくり支援事業」を実施している。継続的に本
事業の推進を図っていく。

農政課 各種関係団体との会議等を開催し、意見交換を行い、連携を図る。 各種関係団体との会議等を開催し、意見交換を行い、連携を図る。

教育総務課 茅ヶ崎市寒川町広域連携事業として、茅ヶ崎市との共催事業を実施 他市町村及び関連広域財団、町観光協会との連携事業を実施

学校教育課 学校警察連絡協議会における参加機関の間の声かけ、連携の強化 学校警察連絡協議会における参加機関の間の声かけ、連携の強化

町民センター
各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭、公民館まつり

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭、公民館まつり

北部公民館

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭（主催、会場は町民セン
ター）、公民館まつり

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭（主催、会場は町民セン
ター）、公民館まつり

南部公民館

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭（主催、会場は町民セン
ター）、公民館まつり

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭（主催、会場は町民セン
ター）、公民館まつり

協働事業提案制度について、２９年度の予算要求を２８年度の５件から
６件に増やし、活動の支援を図る。

・協働事業提案制度について、２９年度の予算要求を２８年度の５件か
ら６件に増やし、活動の支援を図る。
・みんなの協働事業提案制度モデル事業（平成２９年度実施事業）の応
募に向け、町への登録ボランティア団体の意見・情報交換会の開催を検
討する。

検討委員会等名称

検討課題

取り組み事項【取り組みの具体的内容】

協働文化推進課②　活動に対する町の支援策

（１）様々な団体がネットワークを深めて活動していける仕組みづくりについて

【平成25年度に実施した「寒川のまちづくりに向けたアンケート結果」で、他団体との連携への関心については「関心はあるが連携するかどうかわからない」との回答が約4割であったことを踏まえ、団体の枠を超えたネットワークに向け取り組みを行う。】※団体：ＮＰＯ、
ボランティア団体・生涯学習団体

Ⅱ　第３期推進会議からの報告書（提案）の具現化に向けた町の継続的な対応

２－１　まちづくり推進会議

Ⅰ　寒川のまちづくりに向けたアンケート（町民活動団体）結果を踏まえた町としての改善や対応

①　団体への連携に向けた声掛け 各課

課等名
平成28年度計画内容

取り組み担当課
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上半期 下半期

各種団体の男女構成や各審議会等の公募委員定員数等の現状から、規
則・内規の委員構成に関する見直しをすることが難しいため、各所管課
へ、女性委員の登用促進のための委員選出方法の工夫に努めるよう引き
続き周知する。

各所管課へ女性委員の登用促進のための委員選出方法の工夫に努めるよ
う引き続き周知する。

各所管課から各団体へ委員選出を依頼する際に使用する、女性委員の登
用の促進に関する文面を入れた依頼文書のひな形を検討する。

女性委員の登用の促進に関する文面を入れた委員選出依頼文書のひな形
を作成し、各所管課へ通知する。

・女性活動団体の連携のきっかけをつくるため、女性委員やリーダー育
成のための講座の開催を検討する。
・女性活動団体が連携した自主的なまちづくりの参画についての動きが
あれば、可能な協力や支援を行う。

・女性委員やリーダー育成のための講座を開催し、女性活動団体へ参加
を促す。
・女性活動団体が連携した自主的なまちづくりの参画についての動きが
あれば、可能な協力や支援を行う。

住民投票は自治基本条例で定められている事なので、まちづくり推進会
議とともに調査・研究の上検討を進めていく。

住民投票は自治基本条例で定められている事なので、まちづくり推進会
議とともに調査・研究の上検討を進めていく。

検討委員会等名称

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 課等名
平成28年度計画内容

取り組み担当課

（１）住民投票を条例で定める際の様々な論点についての検討等

【投票対象事項の範囲、請求・発議の主体や要件、成立要件、投票資格者の範囲、投票運動に
対する規制、必要経費等について検討するとともに、町民も検討し町民間で討議を行えるよう
な熟議のプロセスなど、新たな住民投票のあり方についても庁内、議会内で検討を行う。】

協働文化推進課

２－３　住民投票条例勉強会

（１）審議会等の規則・内規の見直し

【女性委員の登用を一定の比率で担保するため、何らかの明文化をすることにより、女性の参
画を進める環境づくりを行う。】

協働文化推進課

（２）女性委員登用促進の指針作成

【女性委員登用に関する指針等を作成している自治体を参考とし、指針等の作成を模索するこ
とにより、女性の参画を進める環境づくりを行う。】

協働文化推進課

Ⅰ　住民投票条例について

検討課題

（３）女性活動団体の連携

【町内で活動している女性活動団体や既存団体の中に組織されている女性部、婦人部の方々が
一堂に会して連携できるような場を創出し、情報交換や活動が行われることにより、女性の町
への参画意識の向上を図る。】

協働文化推進課

２－２　女性の活躍の場研究部会

Ⅰ　女性の参画を進める環境づくり
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